
建築基準法第５６条の２第１項ただし書き許可に係る包括同意基準
（令和５年１０月２日開催　第６回白山市建築審査会承認）
１．（主旨）

この基準は建築基準法第５６条の２第１項ただし書の規定に基づく許可（以下「許可」という。）に際し、土地の状況等により周囲の居住環境を害するおそれがないものであって建築物の日影の影響が軽易なものに対して、あらかじめ包括的に建築審査会の同意を得るものとして、その手続きの簡素化と迅速化を図るものである。
２．（適用の範囲）

法第３条第２項の規定により法第５６条の２第１項の規定の適用を受けない建築物又は既に許可を受けた建築物（以下「日影既存不適格建築物等」という。）の敷地内において、増築、改築又は移転（以下「増築等」という。）を行う場合について適用する。
３．（要件）
建築物及びその設置場所が次の要件を満たすこと。

(1) 日影既存不適格建築物等によって生じる法第５６条の２第１項本文の規定（以下、「日影規制」という。）による日影時間の限度を超えて日影を生じさせている部分の日影時間を増加させないものであり、かつ、日影規制による日影時間の限度を超える部分を増加させないものであること。
(2) 増築等の部分の日影（既存部分がないものとみなした場合の日影をいう。）が、日影規制に適合すること。
４．（建築審査会の同意）

この基準に適合するものは、予め建築審査会が同意したものとする。
５．（建築審査会への報告）

　特定行政庁は、この基準により許可したときは建築審査会に報告しなければならない。
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